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1　問題と目的

　　「後年の孔子の長い放浪の艱苦を通じて，子

路ほど欣然として従った者は無い。それは，

孔子の弟子たることによって仕官の途を求め

ようとするのでもなく，また，滑稽なことに，

師の傍に在って己の才徳を磨こうとするので

さえもなかった。死に至るまで渝らなかっ

た・極端に求むる所の無い・純粋な敬愛の情

だけが，この男を師の傍に引留めたのであ

る。かつて長剣を手離せなかったように，子

路は今は何としてもこの人から離れられなく

なっていた」1)
（中島敦，「弟子」，1943/2008, 

p.41,下線部は筆者）

中島敦が著した子路の孔子への「敬愛の情」は，人

が自身の尊敬する他者に対していかに振る舞うかを

示す典型例の一つといえるだろう。最初，孔子を辱

めることを目的に孔子を尋ねた子路は，「実は，室に

入って孔子の容を見，その最初の一言を聞いた時，（中

略）己と余りにも懸絶した相手の大きさに圧倒され」1)

（p.39），出会ったその日に孔子の下に弟子入りした。

この中島の歴史小説はもちろんフィクションである。

しかし，古来，世界中で垂直的な師弟関係が取り結ば

れ，学問や社会文化が継承され発展を続けてきた背景

の一つに，このような師と仰ぐ人との非常に私的な情

動的邂逅と，その出会いを契機にして生じた，弟子か

ら師への一方的な，ある種の情動的な個人の心理が

あったことは，想像に難くない。

人が育ち学ぶ過程において，尊敬する他者との出会

いやその他者からの学習経験は，時に将来の進路や自

己実現過程にポジティブに影響し，長期的な自己成長

を支えうるものである。家庭や学校，職場，地域と
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いった様々な社会的文脈において，人は自身が尊敬す

る人物から，直接的にあるいは間接的に，多くのこと

を学んでいるといえるだろう。生涯に渡る人の学びや

発達を捉えていく上で，尊敬という心的現象を研究す

ることの意義は大きいと考えられる。

しかしながら，意外にも，心理学において尊敬とい

う心的現象の理論的説明，あるいは尊敬という構成概

念の統一的定義は確立されていない。「尊敬（respect）」
は，心理学ではどちらかといえば態度（attitude）と

して扱われる傾向があるとの指摘2,3)
があるが，一

部では他者の優れた性質を評価した時に生じる情動

（emotion）として捉える向きもある3,4)
。さらに，他者

を尊敬することが，個人にどのような影響をもたらす

のか，その機能を検討した研究も十分なされていな

い。特に尊敬の情動的機能に関しては，理論的仮説が

提示されるに留まり，実証研究は極めて乏しいのが現

状である3,5)
。

このように，尊敬の概念定義や機能に関してこれま

で様々に議論がなされてきたが，幸いなことに，尊敬

を態度として捉えた研究者も，情動として捉えた研究

者も共通して，他者を尊敬することが自己の発達や対

人関係にポジティブに機能する可能性を示唆してい

る3~9)
。そこで本論では，主に学校での教育的文脈に

焦点を当てこれまでの尊敬研究を概観し，尊敬の教育

的機能を探ることを目的とする。他者への尊敬経験を

通して，子どもが何を学び獲得する可能性があるのか

について論じ，将来の研究の方向性を提案したい。

2　尊敬とは何か？

本章では，尊敬を自己意識的情動（self-conscious 
emotions; 恥や罪悪感，誇りといった，自己意識が関

与する情動）の一種として捉えたLi & Fischer（2007）3)

の理論的仮説を基に，尊敬という概念の態度性と情動

性を検討する。その過程で，尊敬とはいかなる心的現

象かについて考察する。

Ａ　「尊重」と「尊敬」

尊敬の態度性と情動性を考える上で，有用な視点と

魅力的な仮説を提案したのがLi & Fischer（2007）3)
で

ある。Liらは，これまで主に社会心理学において態度

として扱われてきた “respect” という概念を，「義務

尊敬（ought-respect）」と「感情尊敬（affect-respect）」
の２種類に分けて考えることの有効性を主張した。日

本においても “respect” という言葉が文脈によって「尊

重」とも「尊敬」とも訳されるように，義務尊敬とい

う概念は中国語では「尊重（zunzhong）」という言葉

に，感情尊敬という概念は「尊敬（zunjing）」という

言葉に対応するという見解を述べている。Liらによれ

ば，義務尊敬（尊重）は情動性の低い態度的構成概念

だが，感情尊敬（尊敬）は優れた他者に対する憧れや

称賛の意味合いを強く含んだポジティブな自己意識的

情動である。感情尊敬は，「自己が欲したり，獲得す

る過程にあったり，既にある程度所有したりしている

道徳的・知性的・運動的・芸術的・その他の個人的な

質や達成といった，他者の質の良さを評価するときに

生じ」3)
（pp. 228-229）るとされ，自己がそのような人

を同一視し，自身の良い質に気づく可能性がある，と

いう点で自己意識的である。

さらにLiらは，Mesquita & Frijda（1992）10)
の情動の

文化差に関する理論を基に，欧米文化と（日本も含め

た）中国文化では，この感情尊敬の発生要因や，表出・

行動パターンや制御過程，機能が微妙に異なり，経験

頻度も異なる可能性を指摘した。すなわち，西洋人は，

個人の権利や，万人のための正義や公正，平等といっ

た道徳的・社会的概念に深く根ざした義務尊敬を感情

尊敬よりも多く経験する。個性や業績，達成が重視さ

れる西洋11)
では，感情尊敬は「尊敬に値する（respect-

worthy）」人にしか感じられず，単に自分よりも年齢や

役割が上である，というような先行状況だけでは経験

されないという。それに対して，儒教道徳的な社会文

化に生きる中国人は，道徳的・技能的な質の高さを示

す人に加えて，家族や年上の人，高い政治的地位にあ

る人，教師や師匠，学者といった特定のカテゴリーの

人物に対しても尊敬（zunjing）が生じるために，相

対的に感情尊敬の経験の頻度が高くなる，という可能

性を示唆している。

Ｂ　尊敬の「自己ピグマリオン過程」仮説

情動は，たいてい，事象の何らかの個人的な評価

（appraisal）によって生じ，特定の行為への動機づけ

（行為傾向；action tendency）12)
を人にもたらすもので

ある。Liらは，自己意識的情動としての感情尊敬の

基盤に，他者と自己の質の差（gap）の自己覚知（self-
awareness）があるとした。他者の質の良さを評価し，

自己の質が他者よりも低いと心から気づいたときにこ

の情動は生じる。感情尊敬が経験されるのは，知性や

芸術的才能，運動能力，道徳性，といったおそらく自

己にとって重要な領域であり，そうした質を自身がま

さに獲得する過程にある可能性が高いため，感情尊敬
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の経験は同時に自己の（潜在的な）質の良さに気づく

ことをも意味しうるという。よって，他者に感情尊敬

を抱くと，その他者を自己の役割モデルとした同一視

が生じ，可能自己（possible selves）13)
が方向づけられ

る感覚が産出される。

Liらは，感情尊敬の機能として，「自己ピグマリオ

ン過程（self-Pygmalion process）」という魅力的な仮説

を提唱した。「自己ピグマリオン過程」とは，感情尊

敬という情動が，自己に優れた特定の人物を役割モデ

ル化させ，見習い追随する（emulate）ように駆り立て，

対象人物との差をせばめる方法を探索させ，自身を向

上させるよう仕向けるうちに，結果的に対象人物のよ

うな人になることを可能ならしめる，というプロセス

のことを指す。2012年夏にはロンドンオリンピック

が開催されたが，たとえばある競技を練習する子ども

が，その競技で活躍するあるオリンピック選手の様子

を見て「すごい」と尊敬の情動を強く経験し，その選

手を役割モデルとするようになり，弛みない努力の果

て，数年後にその選手のように実際にオリンピックに

出場する，また実際に出場できなくても，その競技で

優れた選手の一人になっていく，といった現象は，ま

さに「自己ピグマリオン過程」の典型的な例といえる

かもしれない。

「自己ピグマリオン過程」は，その過程に役割モデ

ルとしての明確な他者が存在する，という点でいわゆ

る予言の自己成就とは異なる概念であると考えられ

る。また，従来の役割モデル研究が，認知や動機づけ

側面を重視し，必ずしも情動の介在を想定しないのに

対し，「自己ピグマリオン過程」には感情尊敬という

明確な情動の介在が想定されている。「自己ピグマリ

オン過程」では，役割モデルの模倣や追随を動機づけ

るのは，役割モデル自体ではなく，感情尊敬という情

動である。さらに，既に自身の役割モデルとなった人

物に対して感情尊敬が発生するのではなく，感情尊敬

が発生して初めてその対象が役割モデル化される，と

仮定されている点も注目に値する。すなわち，感情尊

敬は他者を役割モデルに据える基盤となる情動として

捉えられる。従来の役割モデル研究の問題点として，

役割モデルの多くが研究者側から提示されたものであ

り，研究参加者にとって重要な役割モデルとは限らな

いことが指摘されている14)
。研究者が提示した役割モ

デルが必ずしも機能しない一つの説明として，いかに

客観的に優れた役割モデルが他者から与えられたとし

ても，主観的に重要であるという意味評価がなされな

い限り，その対象を役割モデルに据え置くような情動

（ここでは感情尊敬）が発生しにくいからだ，と考え

られる。ある個人にとっての潜在的な役割モデルは，

その個人にとって重要なものと評価され特定の情動が

経験されて初めて，真の意味で役割モデルとなる可能

性が指摘できる。

ここまで述べたように，自己意識的情動としての尊

敬は，自己の発達にきわめて有益な効果をもたらすと

考えられる。しかし，Li らの提唱した「自己ピグマ

リオン過程」は，これまで実証的に検討されていない。

前述の通り，“respect” は態度として検討されること

が多く，情動性に着目した実証研究が圧倒的に不足し

ていることが，その理由の一つといえる。次節では，

尊敬の態度性と情動性に関して，もう少し掘り下げて

考えてみたい。

Ｃ　尊敬の態度性と情動性をめぐる問題

Liらは「尊敬（respect）」という概念を義務尊敬と

感情尊敬に区別し，感情尊敬を自己意識的情動として

捉えたが，「尊敬（respect）」をもっぱら態度として捉

える研究者の多くも，「尊敬（respect）」という概念が

いくつかの種類に分かれるのではないかという点に関

しては，合意をし始めてきているようである6,8)
。

たとえば，Mayseless & Scharf（2011）6)
は，“respect”

を態度的構成概念としつつも，それを一人一人の人間

的価値を認める無条件的な（unconditional）ものと，

特定の性質や属性を備えた人または称賛に値する地位

を獲得した人に向けられる随伴的な（contingent）も

のに分けて考察している。後者の随伴的尊敬は，集団

内での階層性が想定され，優れた人物に向けられうる

という点で，一見，Liらの感情尊敬に類似する概念

のように思われる。しかし，Mayselessらは，無条件

的尊敬も随伴的尊敬も他者の価値を認める道徳的態

度であり，他者を傷つけることを慎ませる道徳的義

務であると論じている。また，愛情や共感，思いや

りといった「温かい（warm）」情動とは異なり，相対

的に「より冷静な（cooler）」性質を持つ態度として

“respect” を捉えている6)
（p.288）。よって，随伴的尊

敬は優れた人物に向きうるものではあるものの，Liら
の感情尊敬とは似て非なる概念である。したがって，

Mayselessらの無条件的尊敬と随伴的尊敬は，どちら

もLiらの義務尊敬（尊重）の下位概念であると考え

られ，日本語においても「尊敬」というよりは「尊重」

という言葉で捉えたほうが妥当な概念かもしれない。

このように，多くの研究者がともすると，これまで

尊敬が態度か情動かのどちらかであるかのように相互
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排他的に捉えてきた。しかし，果たして態度的な（特

に優れた人物への随伴的な）尊敬と情動的な尊敬は，

全く独立なものといえるのだろうか。

この問題を考える上で，近年急速に進展し，注目

すべき情動研究の流れの一つに，他者称賛情動（other-
praising emotions）研究がある。他者称賛情動とは，

Haidt（2003）15)
が提唱した，他者の模範的で立派な

（exemplary）行為の評価によって生じる情動のこと

であり，感謝（gratitude），畏敬（awe），道徳的高揚

（elevation；他者の卓越した道徳性を評価したときに

生じる情動），称賛（admiration）といった複数の情

動概念がその候補に挙げられている。Algoe & Haidt
（2009）16)

は，他者称賛情動の特徴として，⑴対象人物

との関係性の構築・強化を動機づける，⑵他者に焦点

化し，道徳的に動機づけたり自己向上を動機づけたり

する，⑶特定の生理的変化が起こる，という３点を挙

げ，他者称賛情動には即時的な行動を促すというより

も，認知や動機づけを変えて長期的な関係性や技能の

形成を促進する機能がある可能性を示唆した。Algoe
らの研究では，他者称賛情動の道徳的高揚，称賛，感

謝と，いわゆる基本情動の喜び（happiness）に関連す

る情動状態の一つである joyを感じた経験のエピソー

ドの収集がなされ，それぞれの情動が，どのような動

機づけや行為をもたらし，他者に対する認知に変化を

もたらすか，その差異が検討された。その結果，興味

深いことに，道徳的高揚や称賛のエピソードを記述し

た回答者は，感謝や喜びのエピソードを記述した回答

者よりも，その情動を生起させた他者への尊敬を獲得

した（gained respect），という旨の自由記述の回答を

多く報告したことが示されている。

このようにAlgoeらは，道徳的高揚や称賛といった

情動経験によって優れた他者への尊敬の態度が引き起

こされる可能性を示唆している。もっとも，他者称賛

情動の中でも特に称賛や道徳的高揚といった情動概念

は，Liらの感情尊敬と酷似するものであるように思わ

れる。欧米圏では “respect” という言葉における情動

性が乏しいために，“admiration” といった語で検討さ

れている（同じ情動カテゴリーに異なるラベルを貼っ

ている）だけに過ぎないのかもしれない。他者称賛情

動の研究は始まったばかりであり，今後，Liらの感情

尊敬とHaidtらの称賛，道徳的高揚といった情動概念

間の関連や文化差を問う研究が大いに待たれる。しか

し，感情尊敬や称賛といった特定の情動経験が契機と

なって尊敬の態度が生じる（「すごい」と感じた相手

を尊敬するようになる）可能性は十分にあると言える

だろう。

以上のように考えると，尊敬を態度か情動かどちら

かのように相互排他的に考えるのは，そもそも無理が

あるようにも思われてくる。そこで筆者は，少なくと

も特定の優れた他者に対する称賛や憧れを含んだ尊敬

に関しては，それを情動的態度（emotional attitude）17)

として捉えることとする。遠藤（2006）は，情動的

態度を「いわゆる好き・嫌い，憎悪・敬愛・思慕と

いった，個人がある特定の対象あるいは他者に対して

一貫してとる感情的なスタンス」であり，特定の関係

性の中で保持され「そこで生じるさまざまな事象に対

して私たちが経験することになるemotionの質を微妙

に変質させるもの」（p. 306）と説明している18)
。Li ら

は，感情尊敬は他者の優れた質を評価したときに一時

的に生まれ，たとえばその他者の道徳性が疑われた場

合には失われうることから，評価が変われば変動する

情動状態として考えるべきであると主張している。し

かし，素朴に考えて，Liらが仮定するような特定他

者を役割モデルとした「自己ピグマリオン過程」は長

期にわたるものであろう。また，特定他者を生涯にわ

たって尊敬し続ける人もいる。ゆえに，Liらの理論で

は尊敬する人と尊敬される人の長期的関係性が軽視さ

れている，と言わざるをえない。少なくとも，役割モ

デルに据えた後の特定他者への長期的な尊敬は，一過

性の情動としてよりも，特定の情動経験が基盤となっ

て次第に形成された態度に近いものとして考えたほう

が妥当であるように思われる。以上の議論より，筆者

は優れた他者への称賛や憧れの意味合いが含まれた尊

敬を，情動的態度として捉える。

３　尊敬の教育的機能を探る

本章では，国内外でこれまでなされてきた学校場面

での「尊敬（respect）」を扱った研究を概観し，尊敬

の教育的機能について考察する。ただし，これまでの

指摘の通り，多くの研究で尊敬は「尊重」に近い態度

的概念として検討されている。また，尊敬の機能もそ

れぞれの文化に生きる人が尊敬という概念の意味をど

のように捉えているかによって微妙に変わってくる。

ゆえに，本章では，そうした態度的な尊敬研究や文化

差の観点もふまえながら，尊敬の教育的機能について

論じていく。なお，以下，欧米圏の研究における態度

的な “respect” は，「尊敬（尊重）」と表記する。

先にも紹介したMayselessら（2011）6)
は，尊敬（尊

重）が学ばれ発達する場として，親子関係と学校を



397尊敬の教育的機能を探る

挙げている。本章では学校場面に焦点化するが，古

くはピアジェ（Piaget, 1932/1962）19)
が，親への一方的

な（unilateral）尊敬（尊重）がその後の仲間（peer）
関係における相互的な（mutual）尊敬（尊重）の発達

的基礎となると論じた。日本においては，小・中学校

の道徳の学習指導要領に，教師や学校の人々を「敬

愛」20)
し，「敬愛の念」21)

を深めることが内容項目とし

て明記されているように，学校教育で他者を尊敬する

心を育むことが重要視されている。それでは，仲間や

教師を尊敬する，あるいは敬愛することには，どのよ

うな機能があるのだろうか。本章では以下，仲間・友

人関係における尊敬と，教師に対する尊敬に分けて論

じる。

Ａ　仲間・友人関係における尊敬

仲間・友人関係における尊敬の機能の一つとして，

いじめや攻撃行動を抑制する可能性が指摘できる。

オーストラリアの生徒を対象にした調査研究22)
では，

いじめ加害・被害経験のない生徒は，いじめ被害経験

のある生徒や，いじめ加害・被害経験のある生徒に比

べ，学校の他者から尊敬（尊重）されていると感じて

いることが報告されている。また，アメリカの５～12
年生を対象にした大規模調査23)

では，学校で生徒が教

師や仲間から受ける尊敬（尊重）の知覚の程度が高い

ほど，いじめの目撃・経験頻度が低いことが明らかに

された。そして，知覚される尊敬（尊重）に学校間で

大きな差が見られたことから，互いに尊敬（尊重）し

合う学校風土の形成が，いじめ抑制に効果がある可能

性が示唆されている。ただし，両者の研究では，いじ

め加害経験のある生徒は，いじめ加害・被害経験のな

い生徒と同様に，いじめ被害経験のある生徒よりも他

者から尊敬（尊重）されていると感じ，生徒集団の中

で社会的地位や人気が高い傾向にあった，という逆

説的な実態も明らかにされている。アメリカの７年生

を対象とした別の研究24)
でも，向社会的属性や運動能

力，身体的魅力と同様に，攻撃や薬物使用といった

反抗的な行動が（居住地域の社会経済的文脈も影響

して），他の子どもから称賛されやすい傾向にあった。

ゆえに，集団内での社会的地位が高く，他者から「尊

敬（尊重）されている」子どもが，自分よりも地位が

低いとみなす子どもに対してどのような振る舞いをす

るかに関しては，より慎重な検討が必要といえる。

また，尊敬の他の機能として，友人関係にポジティ

ブに機能する可能性がある。中国とアメリカの小学３

～６年生を対象にした調査研究25)
では，“respect”（こ

の研究では，後述の通り中国語では「尊重」と訳され

検討された）の意味理解に両国の子ども間で差がある

ものの，両文化において仲間からの好意と仲間からの

respect（尊重）がポジティブに関連していることが示

された。また，双方の文化で，社会的コンピテンスと

仲間からの好意が，仲間からの respect（尊重）によっ

て媒介されていることが明らかになった。なお，この

研究では，翻訳手順に基づき respectが中国語では「尊

重」と訳され検討されたにも関わらず，「尊重」を多

くの中国の子どもが称賛（admiration）という意味を

含んだものとして理解していることが明らかになって

いる（対照的に，respectを称賛の意味で第一義的に理

解するアメリカの子どもは少なかった）。

日本では，仲間・友人関係における態度的な尊敬に

関連するものとして，近年，少ないながらも「他尊感

情（other-esteem）」という枠組みで検討が行われてい

る。これは，自尊感情（self-esteem）を高めることが

攻撃性の抑制には必ずしもつながらないという近年の

知見26)
を背景に，Hwang（2000）27)

が提唱した概念で

ある。他尊感情は，石川・石隈・濱口（2005）によっ

て「自分以外の他者を尊敬し，価値ある人間であると

考える肯定的態度」28)
（p.91）と定義されている。石

川ら（2005）28)
は，独自に他尊感情尺度を作成した上

で，大学生を対象に他尊感情と自尊感情が自己表現に

与える影響を検討した結果，他尊感情と自尊感情の双

方がアサーティブな表現とポジティブに関連している

ことや，自尊感情の高低に関わらず，他尊感情が低い

ほうが攻撃的な表現が高いことを明らかにした。ま

た，柴山・武藤・五十嵐（2011）29)
では，中学生を対

象に他尊感情と友人関係の関連を検討した結果，他尊

感情が高いほど，友人適応が高いことが示された。他

尊感情尺度は，「私は，どんな人も生まれてきた以上

は価値があると思う」，「私は，人に対して常に親切で

いようと思う」28,29)
などの項目で構成されていること

から，Li らの義務尊敬や，Mayselessらの無条件的尊

敬と対応する概念であると考えられる。

Ｂ　教師への尊敬

　多くの社会文化圏において，子どもは学校教師を尊

敬するように教育され社会化される。そうした文脈に

おける教師への尊敬は，教師という権威（authority）
に随伴的な態度として捉えられてきた。一方で，教

師－生徒関係においては，教師が子どもを尊敬する

ことの重要性についてもたびたび論じられてきた。

Mayselessらは，子どもが教師に対して随伴的尊敬（尊
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重）を示し，教師が子ども一人一人の人間的価値を認

める無条件的尊敬（尊重）を示すことが，暴力や攻撃

行動の抑制につながると述べている6)
。

しかし，子どもから教師への尊敬に関しては興味

深い文化差も指摘されている。Hsueh, Zhou, Cohen, 
Hundley, & Deptula（2005）30)

は，中国とアメリカでは，

教師への respect（この研究でも，中国語では「尊重」

と訳され検討された）の示し方が異なる可能性を示

唆した。アメリカの小学生は，「教師を respect（尊重）

する」ということの意味を「教師が自分に指示したこ

とをすること」という従順の意味で捉えやすかったの

に対し，中国の小学生は，「学業に熱心に取り組むこ

と」という意味で捉えやすかったことを明らかにして

いる30)
（p.245）。この結果に関してHsuehらは，文化

的スキーマの観点から説明している。すなわち，政教

分離の影響を受け，学校と家庭・地域共同体が明確に

区別されているアメリカでは，教師は道徳的なモデル

や指導者ではないが，学校における権威者であり，子

どもは教師に対して親に従うのと同様に従うことが期

待されている。一方，儒教道徳の考え方が根付き，学

校と家庭の境界が曖昧な中国では，学校での学びは単

なる学業達成ではなく，家族の責任や誇りにつながる

ものであり，子どもが教師への尊重を示すために学業

での自己向上を強調しても驚くべきことではないとい

う。また，日本とオーストラリアの11～12歳の子ども

を対象にした調査研究31)
では，きちんと挨拶をする，

言葉遣いに気をつけるといった尊敬を示す行動につい

て，規範としてどうすべきかという条件と，実際にど

うしているかという条件で検討された。その結果，日

本の子どもは教師に対して尊敬を示すべきとは思って

いるものの，実際の行動はオーストラリアの子どもに

比べて状況依存的である傾向が明らかにされている。

このように，学校や教師が社会文化的にどのように価

値づけられ，子どもにとってどのような存在であるか

によって，子どもの教師への尊敬の示し方は異なると

いえよう。

Ｃ 　「自己ピグマリオン過程」が生じうる場としての
学校

これまで，教師と子ども，あるいは子ども同士が互

いに尊敬（尊重）し合うことが，いじめや暴力を減少

させる可能性や，良好な友人関係をもたらす可能性を

見てきた。筆者は，こうした問題行動を抑制し，相互

的な友人関係を調整する態度的な尊敬の機能の重要性

をもちろん否定はしない。しかし，ここで注目した

いことは，態度として尊敬を扱う研究者が強調するの

は，あくまでも「示す（show）」ものとしての尊敬で

あり，実際の評価や情感が伴っているかどうかはまた

別問題である，ということである。たとえば，これま

で頻繁に引用したMayseless ら（2011）は，“respect”
を情動ではなく「認知的評価，情感，行動といった

異なる構成要素が一致しないことがある態度」6)
（p. 

278）としている。態度的な立場で考えると，確かに

人は，相手のことを内心どう思っていようが，目上だ

から，そう振る舞うのが礼儀だから，といった様々な

理由で他者に敬意を示し，それによって他者との余計

な対立を防ぎ人間関係を円滑にしているともいえる。

しかしながら，筆者は尊敬の重要な教育的機能とし

て，Li らが提唱したような情動的な尊敬の機能を挙

げたい。すなわち，筆者は「感じる（feel）」ものと

しての尊敬こそ，教育を，また子どもの育ちや学びを

高度に支える基盤となる可能性を秘めたものであると

考えている。筆者は，情動的な尊敬には他者からの学

びの質を最大化する機能があると仮定する（「学びの

質の最大化機能」）。それは，まさにLiらが提唱した

「自己ピグマリオン過程」が，家庭や学校，職場といっ

た，優れた特定他者との長期的関係性が比較的容易に

取り結ばれうる教育的文脈で生じやすいからではない

かと考えるからにほかならない。

教育・発達という視点から尊敬の「自己ピグマリ

オン過程」を捉えると，ヴィゴツキー（Vygotsky, 
1934/1962）32)

の発達の最近接領域（zone of proximal 
development）との潜在的関連性が指摘できるかもし

れない。ヴィゴツキーは，子どもが自分一人の力で達

成できる水準と他者の助けを借りれば達成できる水準

の間を発達の最近接領域として捉え，他者が発達の最

近接領域に適切に働きかけることで，子どもの発達が

進むとした。Liらは，尊敬はポジティブな自己発達，

すなわち彼女らが呼ぶ「自己ピグマリオン」を促進す

る情動である可能性を示唆している。「自己ピグマリ

オン過程」が優れた他者と自己の質の差（gap）に自

身で気づき，そのとき発生した情動に動機づけられな

がらその差を埋めていくプロセスであることをふまえ

るならば，そのプロセスはそのまま，「自分はどうやっ

たら尊敬する他者の質に近づけるようになるか」とい

う発達課題に対して，子どもが自己の発達の最近接領

域に自ら気づき，尊敬する他者に接近し情緒的な関係

性を実際に取り結び，有形無形の支援を巧みに引き出

しながら，優れた他者に追いつこうとした結果，つい

には達成する，という，「他者を鑑とした情動的な学
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びのプロセス」として捉えることも可能であるように

思われる。

　子どもは学校生活の中で優れた教師や先輩，仲間と

いった様々な他者に対して憧れや尊敬を抱き，「自分

もいつかあんな風になりたい」といった志を抱きうる

存在である。たとえば，入部した部活動で尊敬する先

輩に出会い，その先輩のようになりたい，追いつきた

いと練習に懸命に励んだ結果，ふと気づいたときには

実際にその先輩のような知識やスキルを獲得していた

り，その先輩のかつての地位・役職に就いて後輩をま

とめたり，といったことがあるだろう。特定の教師を

慕い，その教師の授業を熱心に受けた結果，様々な知

識が身に付き，実際に成績や学力が向上したり，進路

選択に影響を受けたりするといったこともあるだろ

う。教師や先輩，あるいは仲間や後輩の道徳的な振る

舞いを尊敬して，自分もそれに追随するような形で，

道徳性を発達させていくこともあるだろう。情動的な

尊敬による学びは，このように人間的な成長をもたら

すと仮定できる。

こうした現象は，これまでの心理学の枠組みでは単

にその教師や先輩が役割モデルとなった，と捉えられ

てしまうのかもしれない。しかし，前述の通り，そこ

に情動的な要素が密接に絡み，役割モデル自体より

もむしろ情動の媒介的効果が学びの質を高めるのに

重要な役割を果たしている可能性を否定はできない

だろう。たとえばGoodman（2009）は，「教師に感嘆

（admires）し，その教師の授業に刺激され，課題の正

当化を受け入れるから宿題をやるのと，教師の権威を

尊敬（尊重）しなければならない（must respect）か

ら宿題をやるのとの間には重要な違いがある」33)
（p. 

15）と述べている。

実のところ，こうした特定の情動と学びを積極的に

つなげようとする試みは，近年急速に研究の発展を遂

げている脳神経科学からも既に提出されてきていると

言ってよい。たとえば，教育における従来の内発的動

機づけを見直す新たな視点として，無意識で身体由来

の心理的過程に焦点が当てられてきている34)
。その文

脈では，前章で取り上げた他者称賛情動の一つである

道徳的高揚が，その自己向上を動機づける特徴から，

「動機づけ情動（motivating emotion）」34)
や「自己超越

的情動（self-transcendent emotion）」35)
として捉えられ，

教育心理学的に重要な概念としてまさに検討され始め

てきている。道徳的高揚には，称賛し敬愛する人に情

動的に動機づけられ，やがては称賛した人を超越して

いく機能35)
が仮定されている。しかし，現在，学校現

場を対象に，こうした他者称賛的・自己意識的な尊敬

の教育的機能を検討した実証研究は皆無に等しい。今

後の展開に期待したい。

４　尊敬研究の将来

最後に，これまで論じてきたことをまとめ，尊敬の

研究において現在何が足りないのかを述べ，将来望ま

れる研究の方向性を提案する。

本論では，Liらの尊敬の「自己ピグマリオン過程」

仮説を中心に，これまでの尊敬研究を概観しつつ，尊

敬とは何か，また尊敬の教育的機能とは何か，とい

う問題について検討してきた。その結果，⑴「尊敬

（respect）」という概念の意味は，それぞれの社会文化

によって微妙にその色彩を変える可能性，⑵態度的な

尊敬研究に比して，情動的な尊敬研究が圧倒的に不足

している現状，⑶情動的な尊敬は優れた他者との質の

差の気づきに基づいて生じ，「自己ピグマリオン過程」

をもたらす可能性，⑷態度的な尊敬も情動的な尊敬

も，自己の発達や対人関係にポジティブに機能する可

能性，⑸尊敬が学ばれ発達し，機能する場としての学

校の重要性，⑹学校現場において，態度的な尊敬に留

まらず，情動的な尊敬の教育的機能を検討する意義，

の以上６点を指摘できたように思われる。

⑴の「尊敬とは何か？」という問題に関しては，今

後，日本において「尊敬」という概念が何を意味して

いるのかという検討が急務であろう。いわゆる相互独

立的自己観と相互協調的自己観11)
という枠組みにおい

ては，アメリカ人に比べ，日本人では尊敬という情動

の経験頻度が高く，かつ「良い気持ち（good feeling）」
として経験されやすいことが示されている36,37)

。しか

し，こうした「個人主義」対「集団主義」のような

二項対立的な文化差の捉え方に関して，近年，疑問

符が突きつけられている38)
ことは，頭の片隅に留めて

おく必要があるだろう。たとえば，李・横山（2002a, 
2002b）は，日本と中国の小学６年生に尊敬の意味を

尋ねたところ，日本の子どもは「尊敬」を「すごいと

思い，あこがれ，自分もそうなりたいと思うこと」と

いう意味で捉える傾向があったのに対し，中国の子ど

もは「人を敬う，礼儀正しいと思うこと」という意味

で捉える傾向があったことを明らかにしている39,40)
。

このように同じアジア圏でも，日本と中国では尊敬が

意味しているものが異なる可能性があるため，日本に

おける尊敬概念を詳細に検討する必要がある。ちなみ

に，この結果だけを見ると，日本の子どもの回答には
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相手への称賛や憧れが含まれ，相手を役割モデルとす

るような傾向が顕著にうかがえるため，「自己ピグマ

リオン過程」が，中国よりも日本の子どもでさらに生

じやすい可能性が指摘できる。

　⑵，⑶の「情動的な尊敬とは何か？」という問題に

関しては，情動的な尊敬の行為傾向や機能に留まら

ず，その生起要因の検討が必要である。尊敬は優れた

他者に対して生じると仮定されているが，私たちは

優れた他者とのいわゆる社会的比較（上方比較）に

よって，妬みや恥，憤慨といった異なる情動も経験す

る41)
。いかなる要因が，こうした情動経験を分けるの

かは明らかでない。ゆえに，これらの上方比較的情動

を包括的に検討し，尊敬情動の生起に関わる重要な要

因を特定する必要がある。また，Liらの感情尊敬に酷

似する情動概念として，他者称賛情動の存在も指摘し

た。こうした情動概念間の関連を検討することが，情

動の文化差的な観点からも求められるだろう。

　⑷～⑹の「尊敬の教育的機能とは何か？」という問

題に関しては，理論に留まっている「自己ピグマリオ

ン過程」が実際に生じる現象なのか，という実証研究

が挑戦的な課題となるだろう。その場合，本論でも指

摘したように，学校という教育的文脈に着目すること

に大きな強みがあるといえる。たとえば，特定の優れ

た教師や先輩，友人に対して尊敬の情動的態度を抱く

生徒は，尊敬する他者がいない生徒に比べて，尊敬す

る他者に追随しようとして可能自己をより発達させた

り，教科や部活動のスキル・知識をより身に付けたり

する，といったことが実際にあるのだろうか。また，

「自己ピグマリオン過程」が生じやすい学習環境要因

の検討や，どのような人にこのプロセスは生じやすい

のか，という個人差要因の検討も必要であろう。興味

深いことに，冒頭で示した子路の孔子への「敬愛の情」

は，自己向上をもたらす性質のものではないことが文

中から推察される。子路に「自己ピグマリオン過程」

が生じなかった理由が，情動的な尊敬は実際には「自

己ピグマリオン過程」をもたらさないからなのか，そ

れとも子路の何らかの個人特性が強く影響したからな

のか，それとも孔子と子路の質の差があまりにも大き

かったからなのか，といった問いは実際の研究を進め

る上でも価値のあるもののように思われる。これらの

課題を検討する際には，学校現場を対象とした長期縦

断研究によって，個人内の変化を捉えていくことが必

要となろう。

もう１点，私たちは尊敬の気持ちをいつごろから経

験できるようになるのか，という観点から，情動的な

尊敬の発達心理学的検討も今後さらに望まれる。有光

（2010）は誇りなどの他のポジティブな自己意識的情

動とともに尊敬の発達について検討しているが，不明

確な点が多く，ほとんどが今後の課題であると論じて

いる2)
。将来的には，他者称賛情動の発達過程との関

連や，態度的な尊敬（尊重）と情動的な尊敬の発達的

関連についても検討する必要があるだろう。

筆者が提案した，情動的な尊敬の「学びの質の最大

化機能」を実証するようなデータはまだ存在しない。

しかし，中島が著した，孔子と子路のような師弟愛に

私たちが感銘を受けたり，尊敬する他者に追いつこう

と実際に努力したりすることがあるのは事実であろ

う。今後，こうした情動的な尊敬の教育的機能に関す

る研究が求められる。近年，日本において子どもから

教師への尊敬意識の低下を物語るようなデータは枚挙

に暇がないが9,39,40,42)
，筆者は，単に教師や先輩（とい

う「従うべき」権威）を尊敬せよ，というのではなく，

自ら進んで従いたいと思う他者に「感じる」尊敬につ

いて，真摯に検討していきたいと考えている。Liらの

仮定した「自己ピグマリオン過程」は，親と子，教師

と生徒，先輩と後輩，上司と部下といった単なる役割

関係を超えた，心から「慕う・慕われる」関係性にお

いて，最も顕著に生じうるのかもしれない。
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